
五
九
月
定
例
町
謡
会
は
、
九
月
三
十

日
招
集
せ
ら
れ
、
会
期
延
長
し
て
ニ

日
間
に
渉
り
、
次
の
読
案
を
審
謡
、

何
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

一
、
新
町
建
設
計
画
審
謡
会
設
置
に

関
す
る
条
例
設
定

二
‘
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

中
一
部
改
正

三
、
肱
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
0

久

保

伝

一

堀

内

金

付

再

選

’

]

＇

四
、
肱
川
町
立
肱
川
中
学
校
の
建
設

に
つ
い
て

0

建
設
の
場
所

0

エ
甲
貨
総
額

郷
城
ヒ
ニ
、

千
円

予
罪
外
義
務
負
坦
の
契
約
に
つ

い
て

0

中
学
校
敷
地
造
成
費
で

一
三
、
七

0
万
円

六
‘
岩
谷
小
学
校
へ
き
地
集
会
室
の

建

築

に

つ

い

て

、

0

工

事

費

二

四

、

四

四

千

円

七
、
肱
川
中
学
校
建
築
費
充
当
起
債

こ
つ
い
てJ
0
0
千
円
以
内

、
苔
地
集
会
室
建

J

い
て 0

二
五

二
三
ニ
四
二
五

二

0
一
九 —·-八七五 0

昭
和
三
十
五
年
度
肱
川
町
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算

0

中
学
校
建
築
費
そ
の
他

一
六
、
一
―
五
千
円
追
加

+
、
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

0

限
度
を
一
五
、

0
0
0
千
円
以

内
と
す
る

外
に
緊
急
翫
題
と
し
て
駁
員
の
辞

職
許
可
願
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
否
決

し
た
。本

月

の

出

来

ご

と

九

月

国
勢
詞
査
員
研
修
会
開
催

消
防
国
幹
部
会

宇
和
川
地
区
畜
産
品
評
会
を

中
居
谷
に
開
く
、
出
品
約
百

頭
盛
会
に
終
る

喜
多
巾
町
付
長
町
会
肱
川
で

開
催
観

光

映

画

撮

影

県

観

光

商
工
諜

松
井
桃
楼
先
生
講
演
会

岩
谷
地
区
婦
人
会
、
国
民
年
．

金
の
説
明
会
開
く

秋

分

の

日

経
済
建
設
委
員
会
開
く

岩
谷
地
区
畜
牛
品
評
会

九 心

発行

肱川町役楊

I CJるO.IO. 2〇
編集

報係公

死

大
．
谷
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西
山
鳥
坂

II 

予
子
林
人

口世
帯
数

男女計

町
の
入
口
動
態

Jゞー
[
〗

i
l

出

予

子

林

II 

二〇九 八六三一 -0
 。
二
七

” 
II 

一
、
四
一

0
戸

弓

七

九

三

人

三
、
五
四
六
人
J’

七
f

三
三
九
人

増山和窪藤水

田内気田川本亡

藤ム タ忠芙
三‘ ツ三穂
郎メ明ノ郎子

東三．増東松上白香和

瀬田

誠良

本野岩渡気生

ひ聖
、と＇ヽ

治治清み二紘子子明
··.—苓::::·

礼悦

建
設
委
員
会
、
町
内
土
地
改

良
事
業
等
視
察

町
誡
会

1
0
月

町
誡
会

狩
猟
講
翌
会

法
律
熊
料
相
談
所
間
紋

鹿
野
川
地
区
家
畜
品
叶
会

教
育
委
員
r

学
校
長
打
合
会

鹿
野
川
大
市

畜
産
振
興
協
諒
会

秋
李
狂
犬
病
予
防
注
射
開
始

5
 
4
 
5
 
2
 

瞥

察

か

ら

一＇
 ん

‘
 

ノ、J

十
液
を
保
仔
し
、
分
謡
と
人
工
授
甜
の

希
望
に
応
じ
て
い
ま
す
。
次
の
点
御

留
意
の
上
御
利
用
下
さ
い
。

一
、
精
液
は
週
二
回
迭
付
を
受
け
て

屯
気
冷
蔵
庫
に
保
存
し
て
い
る

の
で
活
力
の
低
下
は
あ
り
ま
せ

しー人
工
授
梢
の
申
込
は
発
情
発
見

後
出
来
る
だ
け
早
く
発
清
開
始

闊
刻
及
び
発
情
の
状
況
を
連
絡

し
て
下
さ
い
。

所
嬰
料
金
は
次
の
通
り
決
り
ま

し
た
梢

液

料

三

0
0
円

二
丘

0
円

保

管

料

四

0
円

授

精

料

四

0
0
円

0

料
金
は
投
精
時
に
徴
収
し
ま

す。

乳
牛
和
牛

秋
李
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に

つ
い
て
自

十

月

二

十

i

日

至

十

月

三

十

日

道
路
に
も
の
を
芋
臨
か
な
い
こ

と学
児
の
通
学
を
安
全
に

自
転
車
の
一
列
進
行
の
励
行

対
面
交
通
の
励
行

酒
を
の
ん
で
自
動
車
。
目
転

車
に
の
ら
な
い
こ
と

I

l

4

1

,

＇ 

-
「
秋
の
防
犯
痙
動
に
つ
い
て

1

戸
締
り
を
完
全
に
す
る
こ
と

2

自
転
車
の
施
錠
を
す
る
こ
と

3

あ
や
し
ぃ
人
が
い
え
ら
直
ぐ

に
警
察
へ

三
、
猟
銃
等
の
事
故
防
止

1

規
則
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

所
の
狩
猟
は
や
ら
な
い

子
供
に
も
た
せ
て
は
い
け
な

しヽ酒
を
の
ん
だ
と
き
は
銃
を
も

た
な
い

昼
間
以
外
の
狩
猟
は
や
ら
な

’ヽ> 
銃
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
保

管
す
る

造
林
補
助
金

申
請
に
つ
い

て昭
和
三
十
六

年
度
造
林
計

画
を
十
一
月

末
日
ま
で
に

立
て
、
申
請

す
る
事
に
な

っ
て
い
ま
す

の
で
今
秋
来
、

春
に
植
林
予

定
で
、
ま
だ

組
合
へ
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
今
月
中
に
届
出
て
下
さ
い
。

苗
木
の
注
文
も
受
け
て
い
ま
す

か
ら
樹
種
本
数
を
申
出
て
下
さ

，ヽ
0

,u ス
ラ
イ
ド
撮
映
に
つ
い
て

今
般
林
野
庁
で
は
＇
「
明
日
の
林

業
を
造
る
人
逹
」
（
仮
称
）
と

言
う
ス
ラ
イ
ド
を
製
作
す
る
事

に
な
り
、
肱
川
村
森
林
組
合
で

行
っ
て
い
る
。
委
託
販
売
に
つ

い
て
撮
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

5
 
4
 
5
 
2
 

ー
一

こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
全
国
に
発
表

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
製
作
者

の
意
図
に
よ
り
町
内
各
地
で
写

す
事
と
な
り
或
は
皆
様
の
御
手

数
を
願
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ロ
ケ
は
本
月
二
十
六
日
よ

り
三
十
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
町
民
各
位
の
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

印
鑑
届
を
し
た
印
鑑
は
あ
な
た
の

実
印
で
す
大
切
に
取
扱
い
ま
し
ょ
う

0

印

鑑

届

-
r

印
鉗
届
は
必
ず
本
人
が
来
て
下

さ
い
。
も
し
己
む
を
得
な
い
串

由
に
よ
り
来
ら
れ
な
い
場
合
は

印
鑑
届
（
本
町
の
印
鑑
簿
に
す

で
に
登
録
さ
れ
た
者
二
人
の
保

証
人
が
必
要
）
を
連
署
し
て
代

理
人
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が

．
で
き
ま
す
。
，
改
印
届
に
つ
い
て

も

同

じ

で

す

。

"

‘

0

印

鑑

証

明

'

.

`

'

一

一
、
印
濫
証
明
も
届
と
同
じ
も
本
人

が
来
て
丁
さ
い
。
己
む
を
得
な
―

い
事
由
に
よ
り
米
ら
れ
な
．
い
場

合
は
印
鑑
証
明
願
に
附
由
を
記

し
r

代
理
人
に
よ
っ
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
°

印
鑑
証
明
に
つ
い
て
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デ
咤

本
月
十
日
十
一
日
執
行
の
護
国
神

＂
’
-
社
秋
李
大
祭
御
寝
践
に
つ
い
て
は
皆

さ
ん
の
御
励
力
に
よ
り
次
の
よ
う
に

御
寄
贈
を
載
き
ま
し
た
の
で
早
速
奉

納
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
し
た
。

御
報
告
と
併
せ
て
厚
く
感
謝
の
意
二
。

を

表

し

ま

す

ー

町爪上見菟中中影下京上森藤市知奥白

生靡の野こ敷 塁敷 のの喜。J
谷川越尾水水地｀谷造水 原畦木山石

- 9 

i 

九
五
阻

O・
―1
0
 

七
〇
二

0
―-
0
 

=l.O 

六

0

ー
ニ
四

一
四
五
八

0
-
0
 

一
八
〇
五
五

三
八
〇

一
七

0

三
二

0

月

野

尾

上
大
．
和

柳上
嵯
蛾
谷

肱

栄
郷小

倉

大

屋

敷

橡
の
木
瀬

久

保

下

敷

水

中

津

下

大

和

下
鹿
野
川

這

野

尾

i
1

小
，
予
藪
」
、

広

常

ー

合

計

部

活

名

金

額

部

落

名

友
愛
会

，
干
ハ
祭

韮
の
約
告

十
月
十
二
日
高
砂
で
開
く
成
績
次

の
通
り
3
`
 

0

小

学

校

の

部

‘

第

一

位

予

子

林

四

五

点

第

二

位

大

谷

三

九

、

五

．

第

三

位

河

辺

二

〇

第

四

位

中

野

一

八

第

五

位

北

平

七

、

五

第

六

位

正

山

・

七

第

七

位

岩

谷

三

・

・

大

伍

0

．

坂

本

0

中
学
校
の
部

第

一

位

宇

和

川

四

三

第

二

位

予

子

林

四

〇

第

三

位

大

谷

三

六

第

四

位

岩

谷

二

三

第

五

位

河

辺

一

八

第

六

位

北

平

0

八
0

ニ
四
0

一
八
〇
六
五

二
五

0

二

0
0
五
〇

一
六
〇
四
〇

ニ
八
〇

―
二

0

・
一
八
〇

六
六
五

四
九
五

―
二

0

五
二
0

三
八
五

六、

0
二
九

金

新
牛
活学
椋
終
る

八
月
以
来
県
食
改
善

，
協
試
会
喜
多
支
部
と
共

催
で
開
股
し
て
い
た
新

生
活
学
校
は
十
月
十
七

日
で
予
定
の
課
目
を
全

部
終
了
し
．
て
、
午
前
十

一
時
よ
り
閉
校
式
を
行

っ
た
。
終
了
者
は
竹
本

み
さ
お
さ
ん
外
五
十
六

，
名
で
あ
る
。

肱川土場木材相 場 中値
1オ当り

県森連木材市場其の他取扱価格より肱川道路値にしたもの

: : 

長 さ す ぎ ひ／のき ま つ 伽．＇考

1 4 尺 5・0上 28、00 

1 0 0上 F 5 5、00 

1 3、2尺 3 5下・ 5 2,. 0 0 52、00 
•' 

4 0上 36、50 38嗚 950' 

6.o上 5 7、50 4 0、50

1 0 0上 40、00 

1 0 尺 30下 3 6、00 3 8、50 

, 3 5上 39嗚 00 4 5、50

40上 26、00 

--／ 9 尺 1 5下 1 4、00 i チップ材

20上 1 8‘、20し！； ペルプ材

40上 ヽ 2 2、00 木9、.^目ぃ 9 材

、ら 6尺 3 0下 20嗚 00 20、00 ;, 

、： ぷr 3 5上 1 9喩 00 1 9,. U 0 
:: 炉！ 

6 0上 2 5,. 0 0 2 6、50 

5 尺 50上 1 4、0D 1 4、00 I 

2 0 尺 45上 4 4、00 4 6喩 00 

足 場 1尺当り 14..50ヘ_,19嗚 0-0

こ期のをのがに険
の間よい間‘加者国
制 L.... ううに満入期民
度でにも実二し閲年
()J は→ ()J際十て←金
特あ雇でにオ被｀と制
色りわあ加か保い戌
どまれり入ら険うに
しせて他し満凸のお
てん慟辺て六とはい
被°ぃ年い十な国て
保 て金た才つ民-,
険 い制期また年被
者 た度間で人金保ー一ーー→l＂↓いに 1叫ゾムナ， r ↓ 14よー

国
民
年
金
係

翠
給
盗
格
仰
間

紡
保
除
者
訓
間
と

-
/,  

＇ 

期
間
の
中
に
は
三
つ
の
期
問
が
含
ま
]
に
な
り
ま
す
。
こ
の
年
金
を
党
け
る

れ
て
い
ま
す
。
第
一
「
保
険
料
を
か
の
に
必
恣

rr
一
定
肋
団
を
受
給
資
格

け
た
期
間
」
第
二
「
保
飩
料
を
納
め
卯
り
と
い
い
卜
す
す
。
た
と
え
ば
、
老

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
免
除
し
て
令
年
命
を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
と
満

も
ら
っ
た
期
間
」
・
沼
一
―
-
「
促
険
料
二
十
オ
か
ら
悩
六
十
才
点
で
の
被
保

を
全
然
納
い
な
か
っ
た
期
間
」
。
以
検
昔
と
し
て
加
入
し
て
い
た
期
叫
の

上
三
つ

3

期
間
が
、
二
十
オ
か
ら
六
う
ち
二
十
丘
年
以
上
の
保
険
料
納
付

十
オ
ま
で
、
四
十
年
間
の
被
侶
険
者
済
期
間
が
必
要
な
わ
け
で
、
こ
の
二

期
間
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
十
五
年
に
は
免
除
を
受
げ
た
叫
間
を

ま
す
。
こ
の
三
つ
の
期
間
を
基
に
し
含
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
場

て
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
受
け
合
で
も
最
低
十
年
の
保
険
料
納
付
済

ら
れ
な
い
か
を
き
め
る
の
で
す
。
こ
期
間
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
近
頃
の

れ
は
被
保
険
者
期
間
中
ヶ
．
前
記
第
三
世
評
に
は
年
金
を
も
ら
う
た
め
に
は

の
期
間
を
除
い
て
弟
一
及
び
、
第
ニ
二
十
オ
か
ら
六
十
オ
ま
で
の
四
十
年

の
期
間
を
合
せ
た
期
間
が
一
定
聞
間
間
ぎ
る
ま
る
保
険
斜
を
か
け
な
く
て

あ
れ
ば
、
t

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
も
ら
え
な
い
と
い
う
間
痙
い
が
み

も

甘
二
裁
培

叶」一
に
つ
い
て

ら
れ
ま
す
が
、
前
に
申
し
上
げ
ま

た
よ
う
に
兌
除
期
間
を
含
め
た
ニ

塁閃
i
c
股
低
十
年
3

納
付
祈
期

が
あ
れ
ば
よ
く
、
又
制
度
発
足
時

経
過
聾
直
と
し
予
十
年

□鯰
い

ー

短
海
さ
れ
て
い
る
と
い

の
制
度
に
は
み
ら
几
な
い
有
利
な
受

給
貨
格
削
闊
と
な
っ
℃
い
る
わ
け
て

す
C

「

今

日

の

日

へ

の

希

望

」

「
も
と
め
る
幸
福
，

も
た
ら
す
年
金
」

2 1 
穂し山降 てちたな 0-）た儘に ；すと此はの つが椎昨'
し手穫雨秋下にいつにがのぱ隻、る湿の必伸て悪茸秋情
てをれの子さ起なて湿是放二虹i目度作ずはよい菌よ起
下入る順のいしいい度は if:‘0)的に業檜大りよはりし
され年調収°て事るが折裁三憎でよは起変順う春今
ぃ ~c とな棧，茸で辺抜角培年場行る完し良調で先春
゜一言今 をすはに菌が前検う滑全をいなしの植
枚ゎ秋 穫°如くが目に診ものなしの降た早付
でれは るこ何く伸に横 O...) 0_)損るてで雨が天け
もま秋 状 0_)に雑び付積場で失 4肯下十が夏でせ
多す子 態分も薗てきみ合あを 0...) さ月あ期菌ら
< °が にもも屑いまし‘ーる防仕い末りにのれ
！卜1/し>沢 し直つとるした中°止上°に菌入伸た
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